
　埼玉県川口市は古くから鋳物産業や化学工業が発展した国内を代
表する地域であり、川口化学工業株式会社は1937年にこの地で創立
した。同社は創立以来80年余りにわたり、国内の代表的な有機ゴム薬
品メーカーとしてゴム工業の発展に寄与してきた。
　「お客様の満足する製品を供給する」を基本方針とし、ゴム薬品、樹
脂添加剤、モノマー安定剤、写真薬、有機合成中間体等を製造し、化学
工業の様々な分野に製品を供給している。
　ゴム薬品という言葉は一般的に聞き慣れない言葉であるが、様々
なゴム製品に使用されており、身近なものではタイヤ、ベルト、ゴルフ
ボール等が挙げられる。また、ゴム薬品は硫黄系の有機薬品であり、ゴ
ム製品の成型や強度の確保、紫外線によるゴム劣化の防止等ゴム製
品には不可欠な薬品である。ゴム薬品の製造には、蒸気や温水など多
くの熱エネルギーを必要としており、同社は1994年からコージェネを
導入して、環境に配慮した省エネルギー化に取り組んでいる。

コージェネ設備を更新し、
省エネルギー化、コスト削減、BCP対策を実現

川口化学工業株式会社
川口工場

■ 施設概要
名 称 川口化学工業株式会社 川口工場

所 在 地 埼玉県川口市領家4-6-42

開業年月

・1937年（昭和12年）
・1994年にコージェネ1号機が稼働
・2000年にコージェネ2号機が稼働
・�2012年にコージェネ１号機を撤去し、
3号機を導入
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コージェネ導入のポイント
設備更新でエネルギーバランスの 
見直しとＢＣＰ対策

エネルギー使用量を19％削減

エネルギーサービスの活用
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■ エネルギーフロー図

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社

モ デ ル 名 EP370G

燃 料 種 別 都市ガス

定 格 出 力 370ｋＷ

台 数 1台（2012年更新機：3号機）

温 水 取 出 温 度 88℃

効 率 総合：73.8％／発電：41.0％／排熱回収：32.8％

　

川
口
化
学
工
業
（
株
）
は
化
学
工
業
を
生

業
と
し
て
い
る
た
め
、
蒸
気
や
温
水
等
の
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
が
高
く
、
１
９
９
４
年

に
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
１
台
（
１
号
機
）、
２
０
０
０
年
に
は

２
台
目
（
２
号
機
）
を
導
入
し
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
実
行
し
て
き
た
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
か

ら
発
生
す
る
温
水
は
、
ボ
イ
ラ
用
給
水
の
加

温
と
工
場
の
生
産
設
備
に
使
用
し
、
蒸
気
は

工
場
の
生
産
設
備
の
加
温
に
使
用
し
て
い
る
。

都市ガス

都市ガス

ガスエンジン・コージェネ
（370kW）

商用電力

電力（370kW）

蒸気（220kg/h）

蒸気

貫流ボイラ

工場内
電力負荷へ

工場内
生産負荷へ

工場内
生産負荷へ

食堂

その他
生産設備

温水
（141.7kW）

ボイラ
給水タンク

温水タンク

　

１
号
機
が
稼
働
し
、
15
年
が
経
過
し
た
こ

ろ
、
経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
進
行
し
、
１
号

機
の
設
備
更
新
の
検
討
を
始
め
た
。

　

設
備
更
新
の
検
討
で
は
、
電
力
と
熱
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事

業
継
続
計
画
）
対
策
に
配
慮
し
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
電
力
需
要
の
実
績
か
ら
、
１
号
機
よ
り
発

電
効
率
と
定
格
発
電
電
力
が
高
い
機
種
を
選

定
し
た
（
発
電
効
率
：
36
・
２
％
↓
41
・
０
％
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備
更
新
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

ガスエンジン・コージェネ（3号機、370kW）

13 コージェネ導入事例
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コージェネを導入していない場合 3号機を導入した効果

19.5%削減 19.1%削減

エネルギー使用量はコージェネを導入していない場合を100%とする。

［%］
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りました川口化学工業株式会社　工
務課長 兼 用役係長 藤本様、工務課 
職長 両角様、東京ガスエンジニア
リングソリューションズ株式会社 
産業エネルギーソリューション部 
係長 浦久様、経営管理部 係長 佐藤
様には、この場をお借りして御礼申
し上げます。 （取材・文：藤野 正幸）

定
格
発
電
電
力
：
３
０
０
kW
↓
３
７
０
kW
）。

　

ま
た
、
１
、２
号
機
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
の
機

能
が
付
い
て
お
ら
ず
、
電
源
確
保
と
防
災
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
更
新
機
（
３
号

機
）
に
は
高
速
停
電
検
出
装
置
（
ジ
ェ
ネ
ラ

イ
ブ
）
等
を
用
い
た
Ｂ
Ｏ
Ｓ
（
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
ス
タ
ー
ト
）
機
能
を
追
加
し
た
。
燃
料

ガ
ス
は
中
圧
供
給
の
都
市
ガ
ス
を
利
用
し
て

い
る
た
め
、
地
震
発
生
時
も
安
定
供
給
が
可

能
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
停
電
時
も
ゴ
ム

薬
品
の
生
産
工
程
で
化
学
物
質
を
安
全
に
取

り
扱
い
で
き
る
無
停
電
運
転
が
可
能
と
な
り
、

防
災
性
を
向
上
さ
せ
た
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備

更
新
工
事
で
は
、
１
号
機
を
撤
去
後
、
そ
の

跡
地
に
３
号
機
を
設
置
し
、
２
０
１
２
年
７

月
か
ら
３
号
機
の
運
用
を
開
始
し
た
。

　

  

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を

  

19
％
削
減

　

３
号
機
は
商
用
電
力
と
系
統
連
系
運
転

し
て
お
り
、
工
場
内
で
自
家
消
費
し
て
い

る
。
工
場
の
生
産
設
備
が
稼
働
し
て
い
る
時

は
、
電
力
と
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
す

る
た
め
、
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
運
転
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
運
用
は
、
２
号

機
よ
り
総
合
効
率
が
高
い
３
号
機
を
優
先
的

に
運
転
し
て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を

導
入
し
て
い
な
い
場
合
と
比
較
す
る
と
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は
２
０
１
６
年
度
に
19
・

５
％
、
２
０
１
７
年
度
は
19
・
１
％
削
減
を

実
現
し
た
。

  

エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

  

活
用

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備
の
更
新
に
は
、
東
京
ガ

ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
株
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し

た
。
具
体
的
に
は
３
号
機
を
東
京
ガ
ス
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
株
）

の
所
有
設
備
と
し
、
川
口
化
学
工
業
（
株
）

は
都
市
ガ
ス
・
電
力
・
蒸
気
・
温
水
を
受
給

し
て
い
る
。
ま
た
、
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ

ス
に
は
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
故
障
発
生
時

の
緊
急
対
応
と
併
せ
て
、
経
年
劣
化
に
よ
る

総
合
効
率
の
低
下
防
止
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

電力 温水蒸気 都市ガス

東京ガスエンジニアリングソリューションズ

川口化学工業 川口工場

都市ガス

・設備投資・資産運用（減価償却・税金）
・経年劣化による効率悪化リスクの負担
・遠隔監視

東京ガス

・定期メンテ・故障時対応
・メンテ費用増加リスク負担
・省エネ効果検証

の
増
加
リ
ス
ク
防
止
、
省
エ
ネ
効
果
の
検
証

が
含
ま
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
よ
っ
て
、
設
備
導
入
時
に
必
要
な
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
だ
け
で
は
な
く
、
自

社
で
の
設
備
管
理
費
の
削
減
、
お
よ
び
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
増
加
リ
ス
ク
を
取
り
除
き
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
も
実
現
し
た
。

■ エネルギー使用量の実績

■ エネルギーサービスのスキーム

ボイラ給水タンク 温水タンク 貫流ボイラ
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